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働く者の団結で生活と権利、 

平和と民主主義を守ろう！ 
第９２回日比谷メーデー、新橋アピール行動 

 

 第９２回日比谷メーデーは緊急事態宣言のため

無観客で実施し、デモに代わって新橋駅前でアピ

ール行動を行いました。コロナ禍で行動が制限さ

れる中、新橋に多くの労働者が結集し「働く者の

団結で生活と権利、平和と民主主義を守ろう！」

と力強く呼び掛けました。 

 新橋アピール行動は大森進・東京全労協議長が

司会を務め、トークリレーが行われました。初め

に主催者を代表して渡邉洋・全労協議長が挨拶し

「何で政府と東京都はコロナ克服よりオリンピッ

クを優先するのか。オリンピックが政権と小池都

政の人気維持のため政治利用されている。コロナ

禍で正規と非正規、格差の中で過酷な労働を強い

られている労働者の処遇を取り戻していくため、

私たちが力を注がなければならない。私たちの声

を街の人に届けるため一緒に訴えていきましょ

う」と呼び掛けました。 

 続いて全統一労働組合（移住連）の鳥井一平さ

んは、入管・難民法改悪に対して、「人手が足り

ない時は技能実習や留学生という名目で外国人労

働に頼りながら、オリンピックに向けた開発に一

定のめどがついたら、新しい法律をつくり、犯罪

者に仕立てて強制送還しようとしている。誰ひと

り取り残さない社会の実現へ、今こそ労働組合の

役割が問われている」と反対を訴えました。 

 福島瑞穂・参院議員は「医療法改革、入管法改

革、デジタル庁法案と、命を壊し監視社会をつく

る政治が行われようとしている。今こそ団結で社

会を変える時」と話しました。 

 JAL争議団・客乗副団長の鈴木圭子さんは「史

上最高益を出す中、物言う労働者の排除のため解

雇されました。闘いは１１年目になりますが、勝

利解決まで闘い抜きます。皆さんのご支援お願い

します」と訴えました。 

 市民連合の菱山南帆子事務局次長は、去年のメ

ーデーから１年経っても、コロナ対策は進まず感

染状況が一層悪くなっていることを指摘。「命と

暮らしを守るため市民運動と労働運動が団結して

行動を起こすことが重要」と呼び掛けました。 

 全国一般労働組合東京南部の中島由美子委員長

は「多くの女性が不安定で低賃金の非正規雇用を

強いられ、パワハラ、セクハラにも苦しめられて

いる。女性が声を上げ闘うのが難しいのは労組に

も責任がある。闘えない人と一緒に闘い、わきま

えない女性バッシングとも闘っていきたい」と話

しました。 

 郵政ユニオン・労契法20条裁判原告の井上順

平さんは「昨年10月に最高裁で勝利判決が出た

が、会社は制度改正もせず違法状態が続いてい

る。集団訴訟を行い、郵政19万人の非正規労働

者の処遇改善のため、全世界の行動起こす労働者

と共に闘っていく」と決意を述べました。 

 最後に日比谷メーデー実行委員会の寺嶋豊事務

局長が「安心して生活できる社会をつくるため声

を上げていかなければならない。今日の行動を広

めながら団結をつくっていこう」とまとめ、「団

結がんばろう！」で締めくくりました。
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練馬全労協２０２１春闘総決起講演集会 

「旧労働契約法 20 条裁判  

郵政労働者のたたかいにまなぶ」 
2021年３月19日（金）18時15分から練馬全

労協2021春闘総決起講演集会が開催されまし

た。 

今春闘もコロナ禍で会場の入場者数、時間短縮

の制約がある中、講演会形式で行われ、24名の参

加者がありました。 

講演会は「旧労働契約法20条裁判 郵政労働

者のたたかいにまなぶ」として、郵政産業労働者

ユニオン本部顧問の中村知明さんの講演を受けま

した。 

郵政産業労働者ユニオンは今春闘の３月18日

の郵政本社の厳しい回答報告を受けて、19日郵

政本社で交渉を行い、今回の回答は受けることが

出来ないと意思表明をして、その場でストライキ

に突入すると宣言して、３月19日全国ストライ

キに突入しました。本日11時から郵政本社前で

のストライキ決行集会は、支援者も含めて約100

人の集会でした。久々に屋外で赤旗を掲げてやる

集会は盛り上がり、「いいですね」とストライキ

決行の感想も述べられました。 

 講演は最高裁判決を中心に、レジュメに沿っ

て、闘ってきた経過も含めて何故郵政労働者が

20条裁判を闘ってきたのかを紹介をしながら共

に学んでいただきたい。労働組合ですから法律論

より実際の現場で起こっている闘いと組合の取り

組みを通じてそれが、どうなっていったのかとい

う事を共有していただきたいと話されました。 

☆郵政ユニオンの誕生紹介 

 始めて全労連、全労協の枠を超えて組織統合が

なされ、正規と非正規の混合組合の誕生でした。 

困難を乗り越えて相手の長所をみて組織統一を

して10年になりました。練馬では４支部ありま

しが現在は３支部です。 

●組織化に当たっての教訓として 

①組合が非正規労働者の組織化の意義を意識

統一すること⇒組合の自己改革 

②職場の最も身近の問題から手を付けること

の重要性 

➂正規と非正規の要求が対立した場合、非正

規労働者の要求を優先すること 

④正規とともに非正規も労働組合の主役とな

ったこと 

☆労働契約法20条裁判のとりくみ 

 ◆不合理な労働条件の禁止（労働契約法２０

条）---2013年４月１日施行 

 労働契約法が出来た時は批判もありましたが、

たとえ問題点、批判はあるにしても活用できるも

のは使うことで実績を作ることが大切！ 

これまでは私たちの裁判は不当処分、不当解雇

など会社から売られた喧嘩を買う裁判でしたが、

今回の労契法20条の裁判は組合の方から仕掛け

て、会社に対してこの20条を活用して裁判を起

こしていく、喧嘩を売った裁判であり、きちっと

意思統一した裁判闘争でした。 

提訴の背景には ①非正規が４割（約2000万

人）という日本の雇用社会の状況 ②職場におけ

る非正規社員数の多さ ➂正規、非正規間の著し

い不合理な格差の実態があり ④正規・非正規の

“混合組合”としての郵政ユニオンの存在があり

ました。 

☆社会的に注目された昨年の労契法20条裁判・

最高裁判決（2020年10月15日 

最高裁第一小法廷山口厚裁判長） 

◆日本郵便（東京都千代田区）の契約社員が正

社員との待遇格差について訴えた三つの裁判の上

告審判決で、最高裁第一小法廷（山口厚裁判長）

は15日、扶養手当や有給の夏休み・冬休みなど

審理対象になった5項目の支給をすべてを認めま

した。 

継続的な勤務が見込まれる契約社員の労働条件

が正社員と違うのは、（次ページへ） 
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「不合理」などと判断し、会社側の反論を退け

ました。いずれも裁判官5人の全員一致の結論。 

◆「時代の扉を開いた」---原告の喜びの声

（記者会見も開かれた） 

「正社員は有給の病気休暇があるのに、僕らは

無給。有給と認められてよかった。これで安心し

て働ける」など闘い後に喜びの声が寄せられてい

ます。 

◆郵政の裁判で求めたもの（原告：時給制契約

社員・月給制契約社員 ６ヶ月雇用契約） 

 ①地位確認請求—原告11人がそれぞれ、正社

員の給与規定、就業規則を適用される地位

にあることを確認すること。 

 ②損害賠償請求—不合理な格差により奪われ

た過去分の支払いを求める。 

≪具体的な郵政における不合理な格差の実態≫ 

①夏期冬期休暇 ②病気休暇 ➂年末年始勤

務手当 ④年始期間の祝日割増 ⑤住居手

当 ⑥扶養手当 ⑦夏期・年末手当（賞

与・一時金） 

（各種手当について）支給なしの格差がつけ

られています。 

・著しい格差が表れるのは、年末年始勤務手当の支

払いの時で、正社員は非正規社員の前では手当の

話はしないようにしていると話されました。 

非正規社員は同一労働しても手当差別され

腹立たしい思いをしている現実がありま

す。 

☆郵政ユニオンの今後の取り組み 

●集団訴訟の取り組み 

 2019年２月 全国７地裁提訴 

 原告154人、損賠金約２億５千万円、弁護団

42人 

 ●最高裁判決を受けて、早期解決をめざし、裁

判を進めていきます。 

講演の最後に、「労働条件決定の主戦場は、団

体交渉を中心とする集団的労使関係である。今こ

そ、非正規に対する公正な処遇、同一労働同一賃

金の実現を目指して、労働組合が正規・非正規を

問わない労働者の連帯組織としての役割を発揮す

ることが求められている。」の宮里弁護士の言葉

を紹介して講演を閉じました。 

最後に五十嵐副議長のお礼の言葉と、「すべて

の不合理を無くすために団結頑張ろう」で春闘決

起集会は終わりました。 
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誰
も
が
な
り
得
る
変
形
性
膝
関
節
症 

皆
さ
ん
の
周
囲
で
、
膝
の
痛
み
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
は
い
ま
す
か
。
近
年
、

膝
痛
の
あ
る
人
が
急
増
し
２
０
０
５
年
東
京
大
学
医
学
部
の
疫
学
調
査
に
よ
る
と

日
本
の
膝
痛
患
者
は
約
２
４
０
０
万
人
と
推
測
さ
れ
、
現
在
で
は
予
備
軍
も
含
め

て
約
３
０
０
０
万
人
に
も
上
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
膝
痛
の
原
因
の
９

割
以
上
を
占
め
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る

「変
形
性
膝
関
節
症
」
に
つ
い
て
取
り
上

げ
て
い
き
ま
す
。 

 

変
形
性
膝
関
節
症
は
、
膝
の
軟
骨
が
す
り
減
っ
て
炎
症
が
起
き
、
関
節
が
変
形

す
る
病
気
で
す
。
膝
関
節
は
太
も
も
の
骨

（大
腿
骨
）
と
す
ね
の
骨

（脛
骨
）
で

構
成
さ
れ
、
そ
の
間
に
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役
割
を
し
て
い
る
関
節
軟
骨
と
半
月
板

と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
２
つ
の
骨
端
は
関
節
包
と
い
う
袋
で
包
ま

れ
、
そ
の
中
は
関
節
液
と
い
う
潤
滑
液
で
満
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
関
節
軟
骨

や
半
月
板
が
年
齢
と
と
も
に
徐
々
に
す
り
減
り
、
削
れ
た
組
織
が
関
節
包
内
側
の

滑
膜
と
い
う
部
分
を
刺
激
す
る
事
で
炎
症
が
発
生
し
、
痛
み
や
水
が
溜
ま
る
と
い

う
症
状
が
現
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

膝
痛
の
人
口
が
増
加
傾
向
に
あ
る
の
は
様
々
な
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

ず
、
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
と
な
り
、
高
齢
者
ほ
ど
変
形
性
膝
関
節
症
を
発
症
し

や
す
い
事
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
次
に
、
現
代
人
の
運
動
不
足
が
関
与
し
て
い
ま

す
。
膝
関
節
を
構
成
す
る
骨
や
軟
骨
、
筋
肉
な
ど
は
日
頃
か
ら
使
わ
な
け
れ
ば
衰

え
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
運
動
不
足
は
肥
満
に
繋
が
り
、
体
重
が
増
え
る
と
膝
関

節
の
負
担
も
増
え
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
り
ま
す
。 

 

国
際
関
節
症
学
会
で
は
、
変
形
性
膝
関
節
症
の
治
療
は
筋
力
強
化
、
有
酸
素
運

動
、
可
動
域
拡
大
の
３
つ
が
特
に
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
筋
力
強
化
は
、
膝
を
支

え
る
太
も
も
前
側
の

「大
腿
四
頭
筋
」
を
鍛
え
る
事
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
有

酸
素
運
動
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
う
事
で
血
流
が
良
く
な
り
炎
症
を
抑
え
、
痛

み
の
軽
減
に
繋
が
り
ま
す
。
軟
骨
の
す
り
減
り
を
防
ぐ
た
め
１
日
５
０
０
０
～
８

０
０
０
歩
に
と
ど
め
、
自
分
に
と
っ
て
自
然
な
歩
き
方
で
行
う
事
が
肝
心
で
す
。

可
動
域
訓
練
は
、
入
浴
時
に
浴
槽
内
で
無
理
の
な
い
と
こ
ろ
ま
で
ゆ
っ
く
り
正
座

を
す
る
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。 

 

最
近
で
は
、
膝
関
節
は

「消
耗
品
」
と
揶
揄
さ
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら

と
言
っ
て
、
な
る
べ
く
負
担
を
か
け
ず
た
だ
温
存
す
れ
ば
良
い
と
い
う
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

一
生
使
い
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
適
度
な
運
動
を
続
け
、
膝
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 
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